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１．ワークショップの概要
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（１） 目的

令和6年度から令和10年度までを計画期間とする、第6次総合
計画の後期基本計画を策定するに際して、若い世代のご意見を
参考とするため若者ワークショップを開催しました。

後期基本計画の策定にあたり
重視する視点

(1) 町民参加
(2) 前期基本計画からの継続性
(3) 時代に即応した計画
(4) 実効性と実現性の確保
(5) わかりやすい計画
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（２） 開催概要

項 目 【第 １回】 【第 ２回】

日 時
令和5年8月23日（水）

18：30～19：40
令和5年8月30日（水）

18：30～20：00

場 所 モトガッコ ルーム２

参加者
の選定

公募（定員１０名程度）

参加者数
１０名

（男性8名、女性2名）
９名

（男性7名、女性2名）

内 容

参加者それぞれの思いや経験などを踏ま
えながら、「石川町の目指すべき未来像」に
ついて話し合い、その未来像実現のために
取り組むべきことについて話し合う。

公募チラシ（ＨＰ、ＳＮＳ、公共施設で周知）
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（３） 実施方法
4～5人の2グループに分かれたワークショップ形式で実施しました。ワークショップは、課

題解決や合意形成の場です。セミナー形式の場合、参加者が受動的になりがちですが、
ワークショップ形式の場合、参加者が能動的となり、多様な意見の創出が期待できる手法
です。

① ② ③ ④
4～5人の小グルー
プに分かれる

思いついたことを
自由に発言

グループごとに意
見をまとめ、発表

出された意見は
付箋により整理

職業や住んでいる地域
が異なる多くの方に参加
していただきました。

会話をしながら自由にア
イディアを出していきま
す。

意見を付箋に書き出し整
理します。

グループ内で話し合った
結果を発表するとともに
全体共有します。

多様なアイディア
の創出

他者理解と新しい
意見の発現

意見整理による
議論の高度化

意見共有と自分
以外の考え方へ
の気づき
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（４） テーマ
石川町の人口減少や財政状況について知識の共有化を図った後、次の３つのテーマを
設定しグループごとに話し合いを行い、その結果を発表し全体共有しました。

【第 １ 回】

テーマ１
石川町の良さは何ですか？

また、他のまちにはない、「石川らしさ」とは何でしょうか？

【第 ２ 回】

テーマ２
１０年後の石川町はどんなまちになっていて欲しいです

か？

テーマ３
石川町の将来像は（スローガン）？

その実現のために取り組むべきことは何でしょうか？
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２．出された意見
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（１） 石川の良いところ・「石川らしさ」に関する意見

◆ 実施内容 参加者が「石川の良いところ」と「石川らしさ」について付箋に書き出し、グ
ループごとに模造紙上で意見を整理しました。

テーマ１
石川町の良さは何ですか？
また、他のまちにはない、「石川らしさ」とは何でしょうか？

◆ 出された意見の概要
「石川町の良さ」に関して40件、「石川らしさ」に関して66件の計106件の意見が出されまし
た。

意見の内容として、「教育・文化・スポー
ツ」の分野が42％と最も多く、次いで「産業・
観光」の分野33％となりました。
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（１） 石川の良いところ・「石川らしさ」に関する意見

ワークショップにおいて出された意見を、第6次総合計画の６つの基本目標に分類した結果です。

【グループＡ】主な意見

１．保健・福祉・医療 ２．産業・観光 ３．教育・文化・スポーツ

４．防災・生活環境 ５．生活基盤 ６．地域自治・行政運営

★ →「良いところ」として出された意見のうち、「らしさ」として抽出された意見

歯科医院が多い

子どもが礼儀正しい

子ども子育てが最優先

★ 福祉施設が多い

★ 木造・木育（木の良さ）

桜

★ 菓子店が多い

温泉

フルーツ（りんご、桃、苺）

★ コンビニが多い

★ 高校がある

鉱物

★ 自然が豊か、景色が良い

★ 神社と狛犬

★ 歴史（自由民権運動、祭）

★ スポーツ（駅伝、ハンド）

顔見知りが多く安全 生活していて困らない

須賀川などへアクセス
しやすい

★ アパートが多い

★ 公共施設が新しい

★ 千五沢ダムがある

人口密度が低い

地域の団結力

★ ひとくらす
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（１） 石川の良いところ・「石川らしさ」に関する意見

ワークショップにおいて出された意見を、第6次総合計画の６つの基本目標に分類した結果です。

【グループＢ】主な意見

１．保健・福祉・医療 ２．産業・観光 ３．教育・文化・スポーツ

４．防災・生活環境 ５．生活基盤 ６．地域自治・行政運営

★ →「良いところ」として出された意見のうち、「らしさ」として抽出された意見

子どもが遊べる場所があ
る

★ 歯科医院が多い

★ 温泉

桜

★ 菓子店が多い

★ 特色ある工場が立地

★ いしかわ牛

個人営業の飲食店が多い

★ 高校が2校あり学生が多い

★ 鉱物

★ 歴史（和泉式部、自由民権、祭）

ゲートボールが盛ん

バイクツーリングに適した道

★ クリスタルパーク

★ 強固な地盤

静か

★ 電車とバスが通っている

★ 須賀川などへアクセスし
やすい

廃校の利活用が活発
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（２） 石川町の１０年後の理想像に関する意見

◆ 実施内容 参加者が「10年後に理想とする石川町」について付箋に書き出し、グループごと
に模造紙上で意見を整理しました。

テーマ２ １０年後の石川町はどんなまちになっていて欲しいですか？

◆ 出された意見の概要
A.Bの両グループ合わせて、51件の意見が出されました。
意見の内容として、「産業・観光」の分野が12件で最も多く、次いで「保健・福祉・医療」

と「その他」の意見がそれぞれ11件となりました。
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（２） 石川町の１０年後の理想像に関する意見

ワークショップにおいて出された意見を、第6次総合計画の６つの基本目標に「その他」を加え
た計７分野に分類した結果です。

【グループＡ】主な意見

１．保健・福祉・医療 ２．産業・観光 ３．教育・文化・スポーツ

４．防災・生活環境 ５．生活基盤 ６．地域自治・行政運営

★ →各分野に分類した意見のうち、分野横断的な意見と考えられるもの

★ 子育てしやすい

医療の充実

★ ユニバーサルデザイン
（誰もが生活しやすいま
ち）

★ 学校以外の居場所がある

もっと「桜」を推す

気軽に温泉に入れる

気軽に畑が作れる

★ 子どもがチャレンジできる

町民以外でも祭に参加でき
る

★ 趣味、サークル、ボランティ
ア活動が活発

災害に強い 国道、バイパス沿いに宅
地がある

★ 若者が町を歩いている

★ クリスタルロードの活性化

★ 特色ある地域（６地区）

★ 高校生が討論できる場、
機会がほしい

その他

「ちょうどいい」を見つけられる、「良さ」や「らしさ」が明確でそれを楽しめる、幸
せを実感できる、今自分たちが良いと思うところを共有できる、キーパーソンに
選ばれるまち、小さな喜びをイイネ！できる
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（２） 石川町の１０年後の理想像に関する意見

ワークショップにおいて出された意見を、第6次総合計画の６つの基本目標に「その他」を加え
た計７分野に分類した結果です。

【グループＢ】主な意見

１．保健・福祉・医療 ２．産業・観光 ３．教育・文化・スポーツ

４．防災・生活環境 ５．生活基盤 ６．地域自治・行政運営

★ →各分野に分類した意見のうち、分野横断的な意見と考えられるもの

★ 子育てを応援する（子ども
がたくさんでにぎわう）

★ 高齢者が住みやすい

祭がにぎやか

★ 各地区の伝統行事が残っ
ている

エネルギーを地産地消
（売電も視野に入れる）

★ 多くの若者がまちなかを
を歩いている

その他

町の良さをＰＲしまくる
町長、役場の支援が手厚い

働く場所が多い

観光地として魅力がある

個人事業主、起業家が多い

★ 移住者が多い

★ 若い人が住むことに支援
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（３） 将来像とその実現のための取組に関する意見

◆ 実施内容 テーマ１、２の議論を踏まえて、各グループで「石川町の将来像（スローガ
ン）」を作成し、それを実現するために取り組むべきポイント付箋に書き出し、
グループごとに模造紙上に意見をまとめました。

テーマ３
石川町の将来像は（スローガン）？
その実現のために取り組むべきことは何でしょうか？

◆ 出された意見の概要
各グループから１個、計２個のスローガンを作成していただきました。テーマ１、２で議論

した、「石川の魅力」を踏まえたまとめとなりました。
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（３）将来像とその実現のための取組に関する意見

【グループＡ】

将来像
（スローガン）

石川町ってちょうどいい
～自分だけの満足を大切にできるまち～

スローガンに
込めた思い

・ハード面は充実しているが、それを楽しむためのソフト（コンテンツ）
の充実が必要
・1番を目指すのではなく、石川町らしさを踏まえた上で、一人ひとりの
満足度を高めることが肝要

取り組むべきこと

ちょうどいいをいつも
意識

体験を通じた
学ぶ場の提供

楽しみ方を整理した
ガイドマップの作成

ＳＮＳの活用

ハード面での連携
（施設の共同利用）

意識啓発 ｿﾌﾄの充実 情報発信

情報発信

広域連携
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（３）将来像とその実現のための取組に関する意見

【グループＢ】

将来像
（スローガン）

職場の同僚と居酒屋で
子どもの未来を語る町石川

スローガンに
込めた思い

・ 子育て支援により人口を増やし、賑わいを創出する
・消費を促すには所得を上げる必要があるため、働く場を充実させる
・人口が増え所得が上がれば居酒屋に人が集い、未来の話をする

取り組むべきこと

子育て補助金の
増額

魅力ある保育施設
の整備

ベーシックインカム
の導入

中小企業・個人事業
者の手厚い支援

飲食店街の再開発 テレワーク施設の整
備

優良企業の誘致

副業を促す

子育て支援 子育て支援 子育て支援

賑わい創出 所得向上 所得向上

所得向上 所得向上
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３．当日の様子及び
参加者アンケート結果
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（１）当日の様子
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（２）参加者アンケートの結果

１ ご自分の意見を十分に発言できま
したか？

２ 話し合いの時間（長さ）は、いかが
でしたか？

ご自分の意見について、約9割の方が「発言でき
た」又は「おおむね発言できたと回答しています。

ワークショップ時間の長さについて、約7割の方
が「ちょうど良かった」と回答しています。
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（２）参加者アンケートの結果

３ 参加していただき、石川町のまち
づくりに対する関心が高まりました
か？

４ 今後、行政への町民参画の機会
があれば、また参画したいと思い
ますか？

石川町のまちづくりへの関心について、約8割の
方が「高まった」又は「やや高まった」と回答して
います。

町民参画について、約8割の方が「参画したい」
又は「できるだけ参画したい」と回答しています。
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（２）参加者アンケートの結果
５ ワークショップに参加して、気がついたことや感想があればお聞かせください
（町に対する要望などでも構いません）。

ワークショップの意見がどのように計画に反映されるか楽しみ、自分以外の方の意見を聞く貴重な
機会となった、もっと多くの女性が参加してほしいなどのご意見が寄せられました。

町政に対するご意見

ここで出た意見がどのように扱われて、どのような結果になるのか気になります。楽しみに
しています。

今回のワークショップで出た意見が参考になって実施された施策などがフィードバックされ
ると（どこかに明記され、それを伝えていただける機会がある）より町への思いが濃くなると
思いました。

もっと若者がずっと暮らしていたい町になればいいなと思った。

今後も行政と一体となって、より町を盛り上げていきたいと考えておりますので、よろしくお
願いいたします。
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（２）参加者アンケートの結果

ワークショップの運営に対するご意見

希望制なので仕方ないと思いますが、女性（20代、30代）ももう少しいたら良かったかなと思
いました。

10代の参加がなかったので、18歳、19歳と幅は狭いですが、何かしら意見をいただけたら
良かったかなと思います。

専門のファシリテーターの方がいらっしゃると、よりスムーズな会議となると思う。

改善してほしい点などを話し合えるようになれば、もっといいと思います。

ワークショップのご感想

様々な意見が聞けて良かったです。

難しいかなと思っていましたが、楽しくできたので安心しました。

貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。

参加者の皆様がどなたも積極的に発言されており、少人数ながら活発な意見交換となった。

参加された若者の方々の石川町に対する、想いや、考えを知る機会をいただきありがとう
ございました。

若者と一緒に考え、意見を言い合うことは少ないので大変楽しかったです。


